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生
成
Ａ
Ｉ
の
進
化
に
よ

り
、
Ａ
Ｉ
の
普
及
と
活
用
レ

ベ
ル
は
一
段
と
高
ま
っ
て
い

る
。
保
険
業
界
に
お
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
の
業
務
効
率

化
中
心
の
Ａ
Ｉ
活
用
か
ら
、

よ
り
高
度
な
業
務
へ
の
適
用

が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
。

そ
の
変
化
の
起
点
と
な
っ
た

の
が
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
だ
。

　
私
自
身
、
前
職
に
お
い
て

Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
事
業
の
立
ち

上
げ
に
関
わ
り
、
そ
の
可
能

性
と
限
界
の
両
方
を
体
感
し

て
き
た
。
顧
客
は
パ
ン
チ
ャ

ー
の
代
替
と
し
て
１
０
０
％

の
読
み
取
り
精
度
を
期
待
す

る
が
、
帳
票
の
ば
ら
つ
き
や

記
載
の
曖
昧
さ
に
よ
り
、
そ

れ
を
完
全
に
実
現
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
そ
こ
で
わ
れ
わ

れ
は
、
「
完
全
に
読
む
」
こ

と
で
は
な
く
、
「
業
務
で
使

え
る
デ
ー
タ
に
す
る
」
こ
と

に
発
想
を
転
換
し
、
効
率
化

を
実
現
し
て
き
た
。
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例
え
ば
診
療
明
細
書
の
画

像
デ
ー
タ
を
Ｏ
Ｃ
Ｒ
処
理
に

よ
り
デ
ー
タ
化
し
た

後
、
手
術
・
処
置
名
を

Ｋ
Ｊ
Ｍ
コ
ー
ド
へ
変
換

し
、
業
務
シ
ス
テ
ム
で

処
理
可
能
な
形
に
す

る
。
さ
ら
に
レ
セ
プ
ト

チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
を

提
供
す
る
企
業
の
技
術

と
連
携
す
る
こ
と
で
精

度
を
補
完
し
、
自
動
査

定
ま
で
到
達
す
る
領
域

も
生
ま
れ
た
。

　
し
か
し
、
複
雑
な
給

付
金
請
求
に
お
い
て
は

限
界
が
明
確
だ
っ
た
。

帳
票
の
種
類
・
内
容
が

多
様
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
を
理
解
す
る

医
療
知
識
や
保
険
商
品
知

識
、
さ
ら
に
は
約
款
に
基
づ

い
た
支
払
い
判
断
と
い
う

〝
知
恵
〟
が
必
要
と
な
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
「
理
解
」

と
「
判
断
」
の
領
域
こ
そ
、

従
来
の
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
で
は

越
え
ら
れ
な
い
壁
だ
っ
た
。
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こ
の
壁
を
打
ち
破
る
可
能

性
を
持
つ
の
が
生
成
Ａ
Ｉ
で

あ
る
。
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
帳
票

全
体
を
文
脈
と
し
て
捉
え
、

内
容
を
理
解
し
、
約
款
や
業

務
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
判
断

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ

で
重
要
に
な
る
の
は
、
単
な

る
Ａ
Ｉ
導
入
で
は
な
く
、

「
誰
の
デ
ー
タ
と
知
見
で
Ａ

Ｉ
を
動
か
す
か
」
と
い
う
視

点
で
あ
る
。

　
こ
の
流
れ
の
鍵
を
握
る
の

が
、
13
年
間
働
い
た
古
巣
で

あ
る
ア
イ
リ
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
（
ア
イ
リ
ッ
ク
）

と
、
現
在
関
わ
っ
て
い
る
Ｕ

ｐ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
Ａ
Ｉ
（
Ｕ
ｐ

ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
）
だ
。

　
ア
イ
リ
ッ
ク
は
長
年
に
わ

た
り
蓄
積
し
て
き
た
保
険
商

品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
約
款
情

報
、
業
務
ノ
ウ
ハ
ウ
、
そ
し

て
業
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い

う
強
み
を
持
つ
。
一
方
、
Ｕ

ｐ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
は
世
界
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ

と
、
日
本
語
に
最
適
化
さ
れ

た
Ｌ
Ｌ
Ｍ
を
有
し
、
「
読
み

取
り
」
「
抽
出
」
「
理
解
」

「
生
成
」
を
一
気
通
貫
で
実

現
す
る
技
術
を
持
つ
。
こ
の

両
者
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と

で
、
単
な
る
帳
票
処
理
の
効

率
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
保
険

業
務
そ
の
も
の
を
高
度
化
す

る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
現
実

の
も
の
と
な
る
。

　
保
険
業
界
で
培
っ
て
き
た

知
見
と
最
先
端
の
Ａ
Ｉ
技
術

が
融
合
す
る
瞬
間
に
立
ち
会

い
、
私
は
純
粋
に
ワ
ク
ワ
ク

す
る
感
覚
を
覚
え
た
。
こ
れ

は
単
な
る
技
術
導
入
で
は
な

く
、
業
界
の
未
来
を
共
に
創

る
挑
戦
が
始
ま
る
実
感
だ
。

実
際
に
Ｐ
ｏ
Ｃ
を
通
じ
て
、

Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
単
体
で
は
難

し
か
っ
た
ケ
ー
ス
で
も
、
生

成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
補
完
で
実
用

レ
ベ
ル
に
到
達
し
、
さ
ら
に

判
断
業
務
ま
で
踏
み
込
め
る

手
応
え
が
得
ら
れ
て
い
る
。

保
険
会
社
に
お
い
て
も
Ａ
Ｉ

専
門
部
署
の
設
立
が
進
む
な

ど
、
こ
の
領
域
へ
の
期
待
は

急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。
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ア
イ
リ
ッ
ク
と
Ｕ
ｐ
ｓ
ｔ

ａ
ｇ
ｅ
の
連
携
は
、
保
険
業

界
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
活
用

の
〝
実
装
モ
デ
ル
〟
と
な
り

得
る
。
ア
イ
リ
ッ
ク
の
業
務

知
見
と
デ
ー
タ
、
Ｕ
ｐ
ｓ
ｔ

ａ
ｇ
ｅ
の
先
端
Ａ
Ｉ
技
術
が

融
合
す
る
こ
と
で
、
「
理
解

に
つ
な
が
る
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ

Ｒ
」
と
「
業
務
を
高
度
化
す

る
生
成
Ａ
Ｉ
」
が
一
体
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
人
に
依
存
し

て
い
た
業
務
を
大
き
く
変
革

す
る
。
こ
れ
は
単
な
る
効
率

化
で
は
な
く
、
保
険
会
社
に

と
っ
て
は
競
争
力
の
源
泉
そ

の
も
の
と
な
る
。
保
険
金
支

払
、
引
受
審
査
、
顧
客
対
応

と
い
っ
た
中
核
業
務
に
お
い

て
、
ス
ピ
ー
ド
・
精
度
・
品

質
を
同
時
に
引
き
上
げ
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
か
ら
だ
。

Ａ
Ｉ
時
代
に
お
い
て
重
要
な

の
は
、
技
術
を
ど
う
組
み
合

わ
せ
、
ど
こ
ま
で
踏
み
込
む

か
で
あ
る
。
ア
イ
リ
ッ
ク
×

Ｕ
ｐ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
の
提
携

は
、
そ
の
答
え
を
示
す
挑
戦

で
あ
り
、
保
険
業
界
の
未
来

を
切
り
拓
く
第
一
歩
と
な

る
。

　
畔
柳
主
税
（
あ
ぜ
や
な
ぎ

ち
か
ら
）

　
Ｕ
ｐ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
Ａ
Ｉ
㈱

保
険
事
業
ア
カ
ウ
ン
ト
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
。
東
工
大
卒
。

保
険
業
界
向
け
の
Ｉ
Ｔ
企
画

・
営
業
に
従
事
。
企
業
間
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
の
新
規

事
業
創
出
を
得
意
と
す
る
。

�

（
毎
月
第
１
水
曜
日
掲
載
）

左からUpstageAIカントリーマネージ
ャーの松下氏、畔柳氏、アイリックコ
ーポレーションの山内氏・建部副社長

保
険
と
Ａ
Ｉ
両
分
野
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
提
携

　
生
成
Ａ
Ｉ
の
発
展
に
よ
り
、
Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
限
界
を
超
え
保
険
業
務
は
「
理
解

・
判
断
」
領
域
へ
進
化
す
る
。
保
険
と
Ａ
Ｉ
両
分
野
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
提
携
・

挑
戦
に
よ
り
、
業
務
高
度
化
と
競
争
力
強
化
へ
の
期
待
が
高
ま
る
。

保険AI実装保険AI実装ののリアルリアル
 ［Vol.2］  AI-OCR から生成 AI へ　畔柳主税 

生
成
Ａ
Ｉ
が「
理
解
・
判
断
」の
領
域
を
補
完

UpstageAIが切り開くAI活用の未来


